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各県の条例の根拠になる法律が
「歯科口腔保健の推進に関する

基本的事項（第二次）」













訪問歯科診療の患者像

猪原 健：ビギナーのための歯科訪問診療事始め―生活を支
える医療となるために―,老年歯学会誌,33:405-411,2019



在宅歯科医療
3つのニーズとステージによる分類

診療 ケア リハビリテーション

短期目標
急性症状の緩和
歯周初期治療
義歯修理・調整

口腔衛生の確保
口腔環境の評価
セルフケアの確立

口腔機能・嚥下機能評価
食事形態・食事姿勢調査
食事介助方法の検討

中期目標
う蝕治療・形態回復
咬合咀嚼機能回復
義歯製作・管理

口腔環境の改善
ケア用品・方法決定
ケア介入レベル検討

機能訓練（機能向上）
代償的介入方法検討
栄養改善・維持

長期目標
咬合の維持
咀嚼機能維持管理
咬傷の予防・対応

口腔衛生の維持
口腔環境の維持
「看取り」のケア

経口摂取維持
口腔機能維持管理
窒息・誤嚥性肺炎の予防

「口から食べるストラテジー」
菅武雄監修（デンタルダイヤモンド社）P.15 図１改変



地域での活動事例③



歯科との連携ツールは 「OHAT-J」











８０２０運動

80歳になっても自分の
歯を20本以上保とう



20本以上を有する者の割合
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8020推進財団HP「8020運動のあゆみ」より抜粋
（https://www.8020zaidan.or.jp/what/past.html）

https://www.8020zaidan.or.jp/what/past.html


オーラルフレイルとは？

「加齢に伴うさまざまな口腔環境（歯数など）および口

腔機能の変化、さらに社会的、精神的、身体的な予

備能力低下も重なり、口腔機能障害に脆弱性が増加

した状態」

滑舌低下、食べこぼし、わずかなむせ、

噛めない食品の増加、口の乾燥等





オーラルフレイル新概念図（2024）



オーラルフレイル 新チェック項目（2024）



オーラルフレイル新概念図（2024）



要介護認定を受けていない65歳以上高齢者
を4年間追跡調査

①残存歯数

②総合咀嚼能力

③舌運動の力（舌圧）

④滑舌（口腔巧緻性）

⑤半年前に比べ固いものが食べにくい

⑥お茶や汁物でむせる

基準値を3項目以上下回る

オーラルフレイル 柏スタディー



身体的フレイル発症リスク

サルコペニア発症リスク

要介護認定

総死亡リスク

2.41倍

2.13倍

2.35倍

2.09倍

柏スタディ



「オーラルフレイル」では
４年後の亡くなるリスクが約２倍あった

（地域在住高齢者
４年追跡２０００人）



口腔機能と栄養





コーヒーブレイク
がん治療について



咀嚼機能と栄養素等摂取量、
食品群別摂取量

健康長寿新ガイドラインエビデンスブック （編・著：東京都健康長寿医療センター研究所）より引用



口腔機能低下の悪循環

歯の欠損の放置

噛めない

軟らかいものを
食べる

口腔機能低下

食欲の低下

低栄養 筋肉が減少

身体機能低下





基本チェックリストの考え方について

11～12までの質問項目は低栄養状態かどうかについて尋ねています。

11 ６ヵ月で2～3Kg以上の体重
減少がありましたか

６ヵ月以上かかって減少している場合は「いいえ」と
なります。

12 身長、体重 身長、体重は、整数で記載してください。体重は１ヶ
月以内の値を、身長は過去の測定値を記載して差し
支えありません。

13～15までの質問項目は口腔機能について尋ねています。

13 半年前に比べて固いものが
食べにくくなりましたか

半年以上前から固いものが食べにくく、その状態に
変化が生じていない場合は「いいえ」となります。

14 お茶や汁物等でむせること
がありますか

お茶や汁物等を飲む時に、むせることがあるかどう
かを、本人の主観に基づき回答してください。

15 口の渇きが気になりますか 口の中の渇きが気になるかどうかを、本人の主観に
基づき回答してください。

平成18年3月28日 厚労省老健局老人保健課

咀嚼機能

嚥下機能

肺炎リスク



令和３年度
広島県後期高齢者歯科健康診断 問診票

28%

71%

1%

半年前に比べて固いものが食べにくくなった

はい いいえ 空白

23%

76%

1%
お茶や汁物等でむせることがある

はい いいえ 空白

26%

73%

1%

口の渇きが気になる

はい いいえ 空白







リハビリの現場で

〇話し方はどうか

〇声に力があるか

〇歯が抜けたままになっていないか

〇口臭があるか

〇食いしばりができるか



広島県歯科医師会
口腔保健センター 医療連携室
０８２－２６４－８８５５（担当 大保）



ご静聴ありがとうございました

saotome.dc@polka.ocn.ne.jp


